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表紙説明

ケルバーンケーブルカー駅から見渡したウェリントン湾と傾斜地に形成された市街地

ウェリントンはニュージーランド北島南端に位置する．市街地は斜面に囲まれており，住宅地が傾斜地の
上にまで及んでいる．その為，古くから生活にはケーブルカーが活用されている．この街は天然の良港を
保持するが，ウェリントン湾の北西岸がウェリントン断層によって仕切られていることを含め，その周辺
にはそれと平行する数本の活断層系の存在が知られている．1855 年の大地震（M8.2）の際にはウェリン
トン断層の北西側が約 2 ｍ隆起，その為，海岸線が 200 ｍも後退し，波高約 5 ｍの津波が港を襲ったと記
録されている．ケーブルカー横に写っている煉瓦作りの建物は，名門ビクトリア大学のケルバーンキャン
パスである．（写真・文： 七山　太１）     １）産総研  地質調査総合センター地質情報研究部門 ）

Cover Page

Wellington Bay and downtown formed on the slopes looked over from Kelburn cable car station in Wellington, 
New Zealand（Photograph and caption by Futoshi Nanayama ).
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